
『韓非子・説林上』不死之薬 

『
韓
非
子
・
説
林
上
』 

◆
◆
通
釈
◆
◆ 

 

不
死
の
薬
を
（
楚
の
）
荊
王
に
献
上
し
た
（
訪
問
）
者
が
い
た
。
取
り
次
ぎ
の
役

人
が
そ
の
薬
を
受
け
取
っ
て
宮
中
に
入
っ
た
。
宮
中
警
備
担
当
の
兵
士
が
（
役
人

に
）「（
そ
の
薬
は
）
食
べ
ら
れ
る
か
」
と
尋
ね
た
。（
役
人
が
）「
食
べ
ら
れ
る
」
と

答
え
る
と
、
兵
士
は
薬
を
奪
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
荊
王
は
（
こ
れ
を
聞
い
て
）

激
怒
し
て
、
警
備
担
当
の
兵
士
を
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
兵
士
は
人
を
立
て
て
王

を
説
得
さ
せ
る
た
め
に
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
た
。「
私
め
が
取
り
次
ぎ
の
役
人
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
役
人
は
『（
そ
の
薬
は
）
食
べ
ら
れ
る
』
と
の
返
事
で
し
た
。
私
め

は
そ
れ
だ
か
ら
食
べ
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
め
に
罪
は
な
く
て
、
取
り
次

ぎ
の
役
人
に
罪
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
訪
問
の
方
が
不
死
の
薬
と
い

っ
て
献
上
し
た
の
に
、
私
め
が
食
べ
た
た
め
に
王
様
が
私
め
を
殺
し
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
薬
は
（
不
死
の
薬
で
は
な
く
）
死
の
薬
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い
う

こ
と
は
、
訪
問
の
方
が
王
様
を
騙
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
罪
の
な

い
私
め
を
殺
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
お
方
が
王
様
を
騙
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。（
そ
う
な
る
よ
り
は
）
私
め
を
お
咎
め
な
し
と
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し

ょ
う
」
と
。
荊
王
は
そ
ん
な
わ
け
で
警
備
担
当
の
兵
士
を
殺
さ
な
か
っ
た
。 

                  
 



『韓非子・説林上』不死之薬 

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。 

①
有 

献 

不 
 

死 
 

之 
 

薬 

於 
 

荊 
 

王 

者
。
②
謁 

 

者 
 

操
レ

 

リ
テ 

之

 

ヲ 
 

以

 

ツ
テ 

 

入

 

ル

。 

中 
 

射 
 

之 
 

士 
 

問

 

ヒ
テ 

 

日
 

ハ
ク

、「
③
可

 

キ
レ 

食

 

ラ
フ 

 

乎

 

ト

。
」
日

 

ハ
ク

、「
可

 

ナ
リ
ト

。
」
因

 

リ
テ 

 

奪

 

ヒ
テ 

 

而 
 

食

 

ラ
フ

レ 

之

 

ヲ

。
王 

 

大

 

イ
ニ 

 

怒

 

リ

、  

ト

ス

 

メ

ン

使
三 

人

 

ヲ
シ
テ 

殺
ニ

 

サ

 
 

中 
 

射 
 

之 
 

士

 

ヲ
一

。
中 

 

射 
 

之 
 

士 
 

使
ニ

 

メ
テ

 

人

 

ヲ
シ
テ 

説
一レ

 

カ

 
 

王

 

ニ 
 

日

 

ハ
ク

、「
臣 

 

問

 

フ
ニ 

謁 
 

者

 

ニ
一

。
謁 

者 
 

日

 

ハ
ク

、

『
可
レ

 

シ
ト

 

食

 

ラ
フ

。
』
臣 

 

故

 

ニ 
 

食

 

ラ
フ

レ 
之

 

ヲ

。
是

 

レ 

④
臣

 

ハ 
 

無
レ

 

ク
シ
テ 

罪 
 

而 
 

罪

 

ハ 
 

在

 

ル

ニ 

謁 
 

者

 

ニ
一 

也 な
り

。
且

 

ツ 
 

客 
 

献

 

ジ

ニ 

不 
 

死 
 

之 
 

薬

 

ヲ
一

、
臣 

 

食
レ

 

ラ
ヒ
テ 

之

 

ヲ 
 

而 
 

王 
 

殺
レ

 

サ
バ 

臣

 

ヲ

、
是

 

レ 
 

死 
 

薬 
 

也
。
是

 

レ 
 

客 
 

欺
レ

 

ク

 

王

 

ヲ 
 

也
。
夫

 

レ 
 

殺
ニ

 

シ
テ

 
 

無 
 

罪 
 

之 
 

臣

 

ヲ
一 

而 
 

 
 
 

ス

ル

 

ラ

カ

ニ

明
ニ

 

人 
 

之 
 

欺
一レ

 
ク
ヲ 

王

 

ヲ 
 

也
。
不

 

ト
レ 

如

 

カ
レ 

釈
レ

 

ス
ニ 

臣

 

ヲ

。
」
⑤
王 

 

乃

 

チ 
 

不
レ 

殺

 

サ

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（
「
韓
非
子
・
説
林
上
」
よ
り
） 
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問
一 

書
き
下
し
文
に
合
う
よ
う
に
、
傍
線
①
の
白
文
に
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
つ
け
な
さ
い
。 

  
書
き
下
し
【
不
死
の
薬
を
荊
王
に
献
ず
る
者
有
り
】 

  

有 
献 

不 

死 

之 

薬 

於 

荊 

王 

者 
   

問
二 

傍
線
②
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

【
取
り
次
ぎ
の
役
人
が
そ
の
薬
を
受
け
取
っ
て
宮
中
に
入
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 

】 

  

問
三 

傍
線
③
は
二
つ
の
意
味
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
通
り
の
現
代
語
訳
を
答
え
よ
。 

 
 

 

①
【
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か
（
可
能
） 

 
】 

   

②
【
食
べ
て
も
よ
い
か
（
許
可
） 

 
 

】 
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問
四 

傍
線
④
「
臣
無
罪
而
罪
在
謁
者
也
」
と
あ
る
が
、
「
中
射
之
士
」
が
挙
げ
た
、
自
ら
の
無
罪
を
主
張
す
る
理
由
を
八
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

       
 

  
 

   

問
五 

傍
線
⑤
「
王
乃
不
殺
」
と
あ
る
が
、
荊
王
は
な
ぜ
殺
さ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
て
は
ま
ら
な
い
選
択
肢
を
選
び
な
さ
い
。 

   

ア 

「
中
射
之
士
」
の
主
張
は
理
路
整
然
と
し
て
お
り
、
反
論
の
余
地
が
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
た
め
。 

 

イ 

取
り
次
ぎ
の
役
人
の
返
答
が
曖
昧
で
あ
り
、
「
中
射
之
士
」
の
責
任
を
追
及
で
き
な
か
っ
た
た
め
。 

 

ウ 

不
死
の
薬
を
飲
ん
だ
「
中
射
之
士
」
を
処
分
し
て
し
ま
う
と
、
不
死
の
薬
に
矛
盾
が
生
じ
る
た
め
。 

 

エ 

「
中
射
之
士
」
は
、
取
り
次
ぎ
の
役
人
の
策
略
に
よ
り
不
死
の
薬
を
飲
ん
だ
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
。 

 

オ 

献
上
さ
れ
た
も
の
が
本
物
の
不
死
の
薬
で
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
、
王
の
権
威
が
失
わ
れ
る
た
め
。 

 
 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    


